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鄭
求
宗
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　

鄭
求
宗
君
が
提
出
し
た
博
士
号
学
位
請
求
論
文
「
投
票
行
動
の
決

定
要
因
に
関
す
る
実
証
分
析
―
韓
国
の
『
民
主
化
』
以
降
の
大
統
領

選
挙
に
お
け
る
投
票
行
動
研
究
―
」
の
構
成
、
な
ら
び
に
概
要
は
、

次
の
通
り
で
あ
る
。

本
論
文
の
構
成

第
Ⅰ
章　

投
票
行
動
研
究
に
関
す
る
政
治
理
論
と
モ
デ
ル

1
．
は
じ
め
に
―
本
論
文
の
目
的

2
．
投
票
行
動
研
究
の
発
展
過
程
と
諸
政
治
理
論
モ
デ
ル
類
型

⑴　

�

コ
ロ
ン
ビ
ア
学
派
の
政
治
理
論
と
社
会
属
性
的
コ
ロ
ン

ビ
ア
モ
デ
ル

⑵　

�

ミ
シ
ガ
ン
学
派
の
政
治
理
論
と
社
会
心
理
学
的
投
票
行

動
研
究

⑶　

�

投
票
行
動
の
決
定
要
因
と
「
社
会
的
属
性
」
理
論
・
モ

デ
ル

⑷　
「
地
域
特
性
」
に
よ
る
理
論
と
モ
デ
ル

⑸　

�「
政
党
支
持
」「
争
点
態
度
」「
政
治
信
頼
」「
業
績
評

価
」「
候
補
者
評
価
」
に
よ
る
理
論
と
モ
デ
ル

3
．�

研
究
の
目
的
―
コ
ロ
ン
ビ
ア
学
派
の
「
投
票
行
動
」
理

論
・
モ
デ
ル
と
韓
国
の
選
挙

4
．
論
文
の
構
成
と
展
開
方
向

⑴　

研
究
の
対
象

⑵　

論
文
の
構
成

5
．
本
論
文
で
用
い
る
資
料
と
デ
ー
タ
の
紹
介

第
Ⅱ
章　

韓
国
に
お
け
る
選
挙
民
主
主
義
の
導
入
と
投
票
行
動

1
．
韓
国
の
民
主
的
選
挙
制
度
の
定
着
過
程
に
関
す
る
概
括

⑴　

�

選
挙
制
度
の
確
立
を
め
ぐ
る
政
治
権
力
と
市
民
勢
力
の

争
い
五
〇
年

⑵　

�

第
一
共
和
国
―
李
承
晩
政
権
の
不
正
選
挙
と
四
・
一
九

学
生
革
命

⑶　

民
主
党
政
権
の
第
二
共
和
国
と
責
任
内
閣
制
の
導
入

⑷　

五
・
一
六
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
と
第
三
共
和
国

2
．
維
新
体
制
と
大
統
領
間
接
選
挙
制

⑴　

統
一
主
体
代
議
員
に
よ
る
大
統
領
選
挙
方
式

⑵　

朴
正
熙
大
統
領
暗
殺
と
第
五
共
和
国

⑶　

大
統
領
間
接
選
挙
制
延
長
線
上
の
全
斗
煥
政
権

3
．「
六
・
一
〇
市
民
抗
争
」
と
「
六
・
二
九
民
主
化
宣
言
」
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⑴　

大
学
生
・
市
民
社
会
・
野
党
の
直
接
選
挙
制
改
憲
要
求

⑵　

�

六
・
二
九
民
主
化
宣
言
と
一
六
年
ぶ
り
の
大
統
領
直
接

選
挙
制
度
復
活

⑶　
「
保
守
三
党
合
同
」
に
よ
る
地
域
主
義
選
挙
の
出
現

第
Ⅲ
章　

一
九
八
七
年
「
民
主
化
」
以
降
の
選
挙

1
．
第
一
四
回
国
会
議
員
選
挙
に
お
け
る
投
票
行
動
研
究

⑴　

Ｔ
Ｋ
・
Ｐ
Ｋ
・
湖
南
・
忠
清
の
四
分
割
選
挙

⑵　

社
会
的
背
景
変
数
と
し
て
の
地
域
性

⑶　

地
域
主
義
の
歴
史
と
政
治
動
員
の
プ
ロ
セ
ス

2
．
投
票
行
動
の
「
解
禁
」
と
地
域
主
義
の
台
頭

⑴　

地
域
亀
裂
構
造
と
投
票
行
動

⑵　

投
票
行
動
を
歪
曲
さ
せ
る
地
域
主
義
「
選
挙
連
合
」

⑶　

制
度
的
要
因
と
投
票
行
動

3
．
人
為
的
政
党
合
同
と
投
票
行
動
の
変
化

⑴　

政
党
再
編
と
選
挙

⑵　

政
党
の
役
割
変
更
と
投
票
行
動

⑶　

三
党
合
同
へ
の
評
価

4
．
政
党
支
持
離
脱
と
投
票
行
動

⑴　

浮
動
票
と
新
党

⑵　

若
年
層
の
投
票
行
動
の
変
化

第
Ⅳ
章　

第
一
四
回
大
統
領
選
挙
と
投
票
行
動

1
．
社
会
・
経
済
的
属
性
と
投
票
行
動

⑴　
「
地
域
対
立
」
構
造
の
深
化

⑵　

韓
国
の
政
治
変
動
と
社
会
構
造
の
変
化

⑶　

社
会
的
中
間
階
層
の
拡
大
と
選
挙

2
．
地
域
的
亀
裂
構
造
の
深
化

⑴　
「
地
元
」
政
治
意
識
の
深
化
と
政
策
対
決
の
弱
化

⑵　

社
会
的
背
景
変
数
と
投
票
行
動

⑶　

年
齢
・
学
歴
変
数
と
投
票
行
動

3
．
出
身
地
域
と
居
住
地
域
変
数

⑴　

地
域
亀
裂
構
造
と
投
票
行
動

⑵　

都
市
有
権
者
の
保
守
化
と
「
与
村
野
都
」
の
崩
壊

⑶　

女
性
票
・
浮
動
票
の
保
守
化

4
．
社
会
的
亀
裂
構
造
に
よ
る
投
票
行
動
の
分
析

⑴　

投
票
行
動
へ
の
第
一
の
変
数

⑵　

地
域
主
義
と
「
選
挙
協
力
」

⑶　
「
地
域
連
合
」
に
動
員
さ
れ
る
投
票
行
動

第
Ⅴ
章　

第
一
五
回
大
統
領
選
挙
と
投
票
行
動

1
．
国
際
的
冷
戦
体
制
の
解
体
と
国
内
政
治
へ
の
影
響

⑴　

一
九
九
〇
年
代
日
韓
の
選
挙
と
政
治
変
動
の
波

⑵　

韓
国
第
一
五
回
大
統
領
選
挙
の
概
括

⑶　

人
口
社
会
的
特
性
別
候
補
支
持
度
調
査
と
投
票
行
動
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⑷　

�「
カ
イ
二
乗
」
と
「
カ
イ
ド
分
析
」
に
よ
る
候
補
支
持

変
数

⑸　
�「

カ
イ
ド
分
析
」
の
「
ツ
リ
ー
・
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
」
に

よ
る
主
要
変
数
間
の
関
連
性

2
．
地
域
対
立
構
造
の
中
で
の
変
化
の
兆
し

⑴　

地
元
候
補
得
票
の
広
域
化

⑵　
「
本
籍
」
＋
「
居
住
地
」
変
数
の
結
合

⑶　
「
年
齢
」
変
数
と
候
補
支
持

3
．
排
他
的
地
域
主
義
と
地
域
連
合
選
挙
変
数

⑴　

政
策
選
択
・
経
済
投
票
と
地
域
主
義

⑵　

地
域
主
義
の
変
形
―
湖
南
・
忠
清
の
選
挙
連
合

⑶　
「
性
別
」「
職
業
別
」「
教
育
水
準
別
」
変
数

⑷　

投
票
行
動
と
「
理
念
」
変
数
―
新
研
究
課
題

第
Ⅵ
章　

第
一
六
回
大
統
領
選
挙
と
「
世
代
」・「
理
念
」
変
数

1
．
戦
後
世
代
大
統
領
候
補
と
若
年
層
有
権
者

⑴　
「
階
層
」・「
世
代
」・「
理
念
」
の
葛
藤
構
造

⑵　

�「
湖
南
支
持
基
盤
」
与
党
の
「
嶺
南
出
身
候
補
」
迎
え

入
れ
戦
略

⑶　

政
党
間
対
決
構
図
の
弱
体
化

2
．
社
会
属
性
別
変
数
に
よ
る
選
挙
分
析

⑴　
「
カ
イ
二
乗
検
定
」
に
よ
る
候
補
別
支
持
基
盤
分
析

⑵　

カ
イ
ド
分
析
に
よ
る
変
数
間
の
関
連
性

⑶　

地
域
別
投
票
行
動
分
析

3
．「
年
齢
」
変
数
と
「
世
代
」

⑴　

世
代
の
区
分
と
対
立
の
軸

⑵　

世
代
別
支
持
率
の
分
析

⑶　
「
理
念
」
変
数
―
進
歩
勢
力
の
伸
張

第
Ⅶ
章　

�

第
一
七
回
大
統
領
選
挙
―
保
守
政
権
の
回
帰
と
投
票
行

動

1
．「
経
済
投
票
」
と
五
三
〇
万
票
差

⑴　

有
権
者
投
票
選
択
の
変
化

⑵　

�

新
し
い
対
立
の
軸
―
「
産
業
化
勢
力
」
と
「
民
主
化
勢

力
」

⑶　

�

韓
国
投
票
行
動
研
究
の
多
様
化
―
「
地
域
主
義
」・「
回

顧
」・「
展
望
」・「
経
済
」
投
票

2
．「
進
歩
政
権
一
〇
年
」
の
評
価

⑴　

民
主
化
勢
力
と
国
政
能
力

⑵　

進
歩
・
革
新
系
伸
長
へ
の
警
戒

⑶　

大
統
領
業
績
評
価
・
政
党
評
価
と
投
票
行
動

3
．
人
口
社
会
学
的
特
性
と
投
票
行
動

⑴　
「
本
籍
」・「
居
住
地
域
」・「
年
齢
」
変
数
の
再
現

⑵　

カ
イ
ド
分
析
に
よ
る
変
数
の
整
列
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⑶　
「
地
域
主
義
」
性
向
の
緩
和

⑷　
「
年
齢
」・「
理
念
」
変
数
と
投
票
行
動

⑸　
「
地
域
特
性
」
理
論
モ
デ
ル
の
日
韓
比
較

第
Ⅷ
章　

第
一
八
回
大
統
領
選
挙
―
「
世
代
効
果
」
と
投
票
行
動

1
．
保
・
革
対
立
の
再
燃
と
「
第
三
勢
力
」
出
現
の
変
数

⑴　

人
口
分
布
の
変
化
・
投
票
率
の
反
騰

⑵　
「
民
主
化
」
を
制
し
た
「
産
業
化
」
へ
の
再
評
価

⑶　

人
口
分
布
の
変
化
と
投
票
参
加

2
．
第
一
八
回
大
統
領
選
挙
・
社
会
的
属
性
に
よ
る
投
票
行
動

⑴　

�

投
票
行
動
へ
の
影
響
力
―
「
世
代
」
が
「
地
域
」
を
越

え
る

⑵　
「
世
代
」
変
数
の
地
域
別
・
年
齢
層
別
支
持
度
推
移

⑶　

カ
イ
ド
分
析
に
よ
る
変
数
の
影
響
力
分
析

3
．「
市
民
勢
力
」
基
盤
新
人
の
出
現
と
投
票
行
動
の
変
化

⑴　
「
安
哲
秀
旋
風
」
と
有
権
者
選
択
の
変
化

⑵　

�

第
一
八
回
大
統
領
選
挙
、
野
党
候
補
一
本
化
と
安
哲
秀

の
辞
退

⑶　

安
哲
秀
支
持
者
八
割
が
文
在
寅
へ

⑷　

第
一
八
回
大
選
、「
理
念
」
と
投
票
行
動

第
Ⅸ
章　

第
一
九
回
大
統
領
選
挙
と
投
票
行
動

1
．
現
職
大
統
領
弾
劾
と
補
欠
選
挙

⑴　

選
挙
環
境
の
変
化
と
有
権
者
選
択
の
移
動

⑵　

第
一
九
回
大
統
領
選
挙
投
票
率
分
析

⑶　

得
票
率
分
析
―
民
主
化
以
降
最
多
の
得
票
差

⑷　

三
〇
％
の
「
新
中
道
層
」
の
出
現

2
．�

第
一
九
回
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
人
口
社
会
学
的
特
性
別

支
持
基
盤
分
析

⑴　

有
権
者
投
票
行
動
第
一
の
要
因
―
「
理
念
」
の
浮
上

⑵　

カ
イ
二
乗
の
社
会
属
性
別
支
持
度
分
析

⑶　

カ
イ
ド
分
析
に
よ
る
各
候
補
支
持
変
数
間
の
関
連
性

3
．
保
守
勢
力
地
盤
沈
下
の
中
で
の
大
統
領
選
挙

⑴　

大
統
領
弾
劾
訴
追
と
与
党
分
裂

⑵　

弾
劾
と
保
守
層
の
離
脱

⑶　

�

ス
イ
ン
グ
（sw

ing

）
保
守
層
、
民
主
党
と
国
民
の
党

へ

第
Ⅹ
章　

投
票
行
動
決
定
要
因
の
変
化
―
地
域
・
世
代
・
理
念

1
．
地
域
主
義
投
票
を
め
ぐ
る
「
弱
化
」
論
争

⑴　

韓
国
投
票
行
動
研
究
の
新
た
な
動
き

⑵　
「
地
域
投
票
」
性
向
「
弱
化
」
の
兆
し

⑶　

地
域
投
票
の
定
着
と
進
化
論

2
．
投
票
行
動
に
お
け
る
「
世
代
」
要
因
の
新
考
察

⑴　

韓
国
の
戦
前
世
代
と
戦
後
世
代
の
政
治
的
選
好
の
亀
裂
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⑵　
「
三
八
六
民
主
化
世
代
」
と
「
コ
ー
ホ
ー
ト
」
意
識

⑶　

三
八
六
世
代
と
投
票
行
動

3
．
地
域
・
世
代
・
理
念
要
因
の
連
動

⑴　
「
三
八
六
」
の
理
念
的
座
標
論
争

⑵　
「
世
代
」
要
因
の
移
動
と
投
票
行
動

⑶　

地
域
・
世
代
・
理
念
要
因
の
連
動

第
Ⅺ
章　

�「
保
守
」・「
進
歩
」
政
権
交
代
一
〇
年
サ
イ
ク
ル
の
評

価

1
．
新
し
い
社
会
的
亀
裂
構
造
と
投
票
行
動

⑴　

民
主
化
以
後
の
選
挙
の
公
正
性
評
価

⑵　

保
守
政
治
の
象
徴
朴
正
熙
前
大
統
領
評
価
の
変
化

⑶　

�

金
大
中
・
盧
武
鉉
前
大
統
領
の
進
歩
政
権
に
対
す
る
評

価

2
．
第
三
政
党
出
現
と
有
権
者
投
票
行
動
の
移
動

⑴　
「
安
哲
秀
」
へ
の
新
た
な
関
心

⑵　

安
哲
秀
の
政
治
的
競
争
力

⑶　

第
三
党
と
第
三
候
補
の
選
挙
連
合
で
の
威
力

3
．「
経
済
投
票
」
と
「
経
済
民
主
化
」
の
投
票
要
因

⑴　
「
経
済
投
票
」
と
選
挙
研
究

⑵　

経
済
民
主
化
と
有
権
者
意
識

⑶　

新
た
な
亀
裂
構
造
、「
社
会
二
極
化
」

第
Ⅻ
章　

結　

論

1
．
本
論
文
の
目
的
と
論
点

⑴　

�

投
票
行
動
決
定
要
因
に
関
す
る
理
論
と
モ
デ
ル
の
先
行

研
究
と
韓
国
選
挙
分
析
で
の
整
合
性

⑵　

�

本
論
文
の
新
し
い
知
見
―
投
票
行
動
決
定
要
因
の
移
動

と
連
動

⑶　

投
票
行
動
研
究
に
お
け
る
韓
国
的
モ
デ
ル
の
析
出

2
．�

保
守
・
進
歩
政
権
交
代
一
〇
年
周
期
（
サ
イ
ク
ル
）
の
仮

説
と
検
証

⑴　

政
権
交
代
一
〇
年
サ
イ
ク
ル
、
四
回
を
経
験

⑵　

保
守
・
進
歩
一
〇
年
サ
イ
ク
ル
の
役
割
終
了
論

⑶　

�

保
・
革
政
権
交
代
の
政
治
秩
序
が
残
し
た
韓
国
政
治
社

会
の
課
題
と
展
望

3
．
韓
国
政
治
の
流
動
化
と
新
た
な
投
票
行
動
要
因
の
台
頭

⑴　

政
治
変
動
マ
グ
マ
の
再
噴
出
―
蝋
燭
集
会

⑵　

蝋
燭
集
会
と
選
挙

⑶　

結　

論

参
考
文
献

本
論
文
の
概
要

　

有
権
者
の
投
票
行
動
を
説
明
す
る
重
要
な
要
因
と
し
て
は
、「
社
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会
的
属
性
」「
地
域
特
性
」
な
ら
び
に
「
政
党
支
持
」「
争
点
態
度
」

「
政
治
信
頼
」「
業
績
評
価
」「
候
補
者
評
価
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、

米
国
や
日
本
の
選
挙
研
究
で
は
こ
れ
ら
を
説
明
要
因
と
す
る
理
論
や

モ
デ
ル
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
分
析
の
方
法
論
に
つ
い
て
は
、

社
会
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
は
じ
め
、
経
済
状
況
と
投
票
行
動
の
関
係

を
比
較
す
る
研
究
や
合
理
的
選
択
理
論
を
投
票
行
動
分
析
へ
適
用
し

た
研
究
も
行
わ
れ
て
き
た
。

　

本
論
文
で
は
、
こ
う
し
た
理
論
や
モ
デ
ル
、
さ
ら
に
分
析
方
法
が

韓
国
の
国
政
選
挙
や
有
権
者
の
投
票
行
動
研
究
に
適
用
可
能
な
の
か

を
実
証
的
に
検
証
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
韓
国
の
投
票
行
動
分

析
に
米
国
や
日
本
の
選
挙
・
投
票
行
動
理
論
と
モ
デ
ル
を
適
用
す
る

こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
韓
国
の
選
挙
研
究

に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
理
論
を
探
求
し
て
い
る
。
同
時
に
、
韓
国
の
政

治
現
象
が
民
主
主
義
の
実
現
に
向
け
て
正
し
く
作
用
し
て
い
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
も
検
証
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
論
文
で
は
、
韓
国
の
一
九
八
七
年
「
民
主
化
」
以
降
の
歴
代
大

統
領
選
挙
に
お
け
る
有
権
者
の
投
票
行
動
を
主
な
研
究
対
象
に
し
て

い
る
。
一
九
八
七
年
六
月
の
「
市
民
抗
争
」
に
よ
り
大
統
領
直
接
選

挙
制
が
復
活
す
る
な
ど
、
政
治
的
民
主
化
が
実
現
し
て
以
降
の
韓
国

の
政
治
変
動
の
大
き
な
流
れ
を
追
跡
・
分
析
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

政
治
変
動
の
結
果
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
る
政
権
交
代
が
ど
の
よ
う
な

周
期
で
現
れ
る
の
か
を
究
明
し
、
そ
の
よ
う
な
政
治
変
動
を
も
た
ら

し
た
有
権
者
の
投
票
行
動
の
変
化
を
究
明
す
る
こ
と
を
、
研
究
の
第

一
の
目
的
と
し
て
い
る
。
韓
国
で
は
、
一
九
八
七
年
の
民
主
化
以
降
、

保
守
派
政
党
と
進
歩
派
政
党
に
よ
る
政
権
交
代
が
一
〇
年
周
期
で
起

き
て
お
り
、
三
〇
年
間
に
保
守
派
政
権
二
回
、
進
歩
派
政
権
二
回
を

経
験
し
た
。
二
〇
一
七
年
五
月
の
文
在
寅
政
権
の
発
足
は
、
進
歩
派

政
権
二
期
目
の
出
発
点
と
な
っ
て
い
る
。
本
論
文
で
は
、
こ
う
し
た

一
〇
年
周
期
の
「
保
・
革
」
政
権
交
代
の
背
景
を
分
析
し
て
い
る
。

　

本
論
文
の
第
二
の
目
的
は
、
政
治
変
動
「
一
〇
年
周
期
説
」
の
背

景
に
な
っ
て
い
る
「
民
意
の
変
化
」
が
、
選
挙
に
お
い
て
ど
の
よ
う

に
現
れ
て
き
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
政

治
社
会
的
背
景
と
有
権
者
の
投
票
行
動
の
変
化
を
追
跡
す
る
こ
と
に

よ
り
、
今
後
の
韓
国
の
政
治
発
展
を
導
く
要
因
と
し
て
の
政
党
の
政

策
や
、
有
権
者
の
政
党
選
択
の
背
景
要
因
を
究
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
米
国
の
投
票
行
動
理
論
と
モ
デ
ル
が
韓
国
の
選
挙
・
投
票
行

動
研
究
に
適
用
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
中
で
、
コ
ロ

ン
ビ
ア
学
派
に
よ
る
社
会
属
性
別
選
挙
理
論
と
モ
デ
ル
が
韓
国
の
選

挙
分
析
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
研
究
理
論
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を

本
論
文
の
仮
説
と
し
、
社
会
的
属
性
変
数
の
視
点
か
ら
韓
国
の
民
主

化
以
後
の
大
統
領
選
挙
・
投
票
行
動
分
析
を
進
め
て
、
考
察
を
展
開

し
た
も
の
で
あ
る
。
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な
お
、
本
論
文
に
お
け
る
分
析
で
は
、
主
に
第
一
三
回
か
ら
第
一

九
回
ま
で
の
大
統
領
選
挙
の
前
後
に
行
わ
れ
た
世
論
調
査
デ
ー
タ
と

中
央
選
挙
管
理
委
員
会
の
公
式
選
挙
集
計
お
よ
び
韓
国
ギ
ャ
ラ
ッ
プ

（Gallup
）
の
大
統
領
選
挙
投
票
行
動
調
査
分
析
デ
ー
タ
を
用
い
て

い
る
。
ま
た
、
本
論
文
で
は
韓
国
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
の
選
挙
調
査
を
基
に

し
た
分
析
に
よ
る
ツ
リ
ー
・
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
の
図
解
を
用
い
て
、
各

大
統
領
選
挙
の
主
要
候
補
に
つ
い
て
分
析
す
る
と
と
も
に
、
有
権
者

の
投
票
行
動
の
社
会
属
性
的
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
韓
国

ギ
ャ
ラ
ッ
プ
の
選
挙
予
測
・
調
査
分
析
は
、
大
統
領
選
挙
で
の
有
権

者
の
投
票
行
動
説
明
要
因
が
変
わ
る
こ
と
に
着
眼
し
、
説
明
要
因
変

数
間
の
関
連
性
を
把
握
す
る
た
め
に
計
量
分
析
を
実
施
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

本
論
文
の
各
章
の
概
要
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
Ⅰ
章
で
は
、

投
票
行
動
研
究
に
関
す
る
米
国
と
日
本
の
政
治
理
論
と
モ
デ
ル
に
つ

い
て
分
析
し
て
い
る
。
投
票
行
動
は
初
期
段
階
か
ら
選
挙
研
究
の
核

心
的
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
特
に
米
国
で
の
選
挙
研
究
に
お
い
て
投
票

行
動
の
決
定
要
因
に
関
す
る
分
析
が
本
格
化
し
た
こ
と
を
契
機
と
し

て
、
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
を
土
台
に
し
た
理
論
と
モ
デ
ル
が
数
多
く

提
示
さ
れ
て
き
た
。
有
権
者
が
い
か
な
る
理
由
で
候
補
者
を
選
択
し
、

投
票
行
動
を
行
う
の
か
に
つ
い
て
研
究
す
る
投
票
行
動
研
究
は
、
コ

ロ
ン
ビ
ア
学
派
に
よ
っ
て
確
立
し
た
コ
ロ
ン
ビ
ア
モ
デ
ル
が
先
駆
け

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
政
党
帰
属
意
識
の
視
点
か
ら
分
析
し
た
ミ

シ
ガ
ン
モ
デ
ル
が
投
票
行
動
研
究
の
領
域
を
さ
ら
に
広
げ
た
。

　

米
国
で
発
展
し
た
選
挙
・
投
票
行
動
理
論
モ
デ
ル
は
、
米
国
固
有

の
選
挙
制
度
や
政
党
状
況
に
拘
束
さ
れ
て
制
限
的
で
あ
る
た
め
、
日

本
や
韓
国
の
選
挙
・
投
票
行
動
の
分
析
を
通
し
て
、
よ
り
メ
タ
な
理

論
や
モ
デ
ル
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

第
Ⅱ
章
で
は
、
一
九
四
八
年
の
制
憲
国
会
成
立
以
降
、
二
〇
一
七

年
五
月
の
第
一
九
回
大
統
領
選
挙
に
よ
る
新
政
権
発
足
ま
で
の
七
〇

年
間
に
わ
た
っ
て
続
い
た
韓
国
の
民
主
的
選
挙
制
度
の
定
着
過
程
を

概
観
し
た
。
李
承
晩
に
よ
る
第
一
共
和
国
は
反
共
を
名
分
に
し
て
長

期
政
権
を
目
指
し
た
が
、
強
引
な
大
統
領
選
挙
制
度
の
変
更
や
不
正

選
挙
の
実
行
で
国
民
的
抵
抗
に
遭
い
、
一
九
六
〇
年
四
月
の
学
生
義

挙
に
よ
っ
て
倒
れ
た
。
そ
の
後
、
民
主
党
政
権
に
よ
る
責
任
内
閣
制

は
政
治
社
会
的
混
乱
を
乗
り
切
れ
ず
、
一
九
六
一
年
朴
正
熙
に
よ
る

軍
部
ク
ー
デ
タ
ー
で
退
陣
し
た
。
韓
国
で
は
、
そ
の
後
朴
正
熙
・
全

斗
煥
に
よ
る
長
期
軍
部
独
裁
政
権
が
続
き
、
政
治
的
自
由
や
言
論
・

労
働
三
権
が
抑
圧
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
章
で
は
、
一
九
八
七

年
に
市
民
抗
争
に
よ
る
「
民
主
化
」
が
実
現
し
、
大
統
領
選
挙
が
国

民
直
接
選
挙
と
な
る
ま
で
の
民
主
主
義
の
定
着
過
程
を
総
括
的
に
ま

と
め
て
い
る
。

　

第
Ⅲ
章
で
は
、
韓
国
の
「
民
主
化
」
以
降
の
国
政
選
挙
の
内
、
第
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一
四
回
国
会
議
員
総
選
挙
を
主
な
研
究
対
象
に
し
て
い
る
。
一
九
九

二
年
一
二
月
の
第
一
四
回
大
統
領
選
挙
の
九
ヵ
月
前
に
行
わ
れ
た
第

一
四
回
国
会
議
員
総
選
挙
は
「
地
域
主
義
的
」
選
挙
で
あ
る
と
位
置

づ
け
ら
れ
、
韓
国
の
国
政
選
挙
史
上
、
初
め
て
現
わ
れ
た
社
会
的
属

性
に
よ
る
投
票
行
動
の
背
景
を
観
察
す
る
上
で
重
要
な
選
挙
で
あ
る

と
の
判
断
か
ら
、
第
一
四
回
大
統
領
選
挙
と
合
わ
せ
て
第
一
四
回
総

選
挙
の
結
果
も
分
析
し
て
い
る
。

　

第
Ⅳ
章
で
は
、
民
主
化
以
降
二
回
目
と
な
る
第
一
四
回
大
統
領
選

挙
を
経
て
選
挙
が
制
度
的
に
定
着
化
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
社
会
・
経

済
的
属
性
が
有
権
者
の
投
票
行
動
に
ど
う
影
響
し
て
い
る
の
か
に
つ

い
て
分
析
し
て
い
る
。
第
一
四
回
大
統
領
選
挙
は
嶺
南
を
地
元
と
す

る
与
党
の
金
泳
三
候
補
と
、
湖
南
を
地
元
と
す
る
第
一
野
党
の
金
大

中
候
補
と
の
事
実
上
の
一
騎
打
ち
で
あ
っ
た
。
鄭
君
は
「
地
域
主
義

的
」
選
挙
動
員
が
激
し
く
行
わ
れ
た
中
で
、
地
域
投
票
構
造
が
深
化

し
て
い
く
経
路
を
追
っ
て
い
る
。

　

第
Ⅴ
章
は
、
民
主
化
以
降
一
〇
年
間
続
い
て
き
た
保
守
政
権
が
政

権
維
持
に
成
功
す
る
か
ど
う
か
を
め
ぐ
っ
て
、
内
外
の
関
心
が
集

ま
っ
た
第
一
五
回
大
統
領
選
挙
を
研
究
対
象
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
選
挙
は
、
湖
南
を
支
持
基
盤
と
す
る
野
党
の
金
大
中
候
補
と
、

非
湖
南
地
域
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
与
党
の
李
會
昌
候
補
と
の
対
決

構
造
で
あ
り
、
嶺
南
湖
南
対
立
構
図
が
弱
化
す
る
か
ど
う
か
も
関
心

事
で
あ
っ
た
。
な
お
、
鄭
君
は
第
一
五
回
大
統
領
選
挙
以
降
、
選
挙

調
査
機
関
の
韓
国
ギ
ャ
ロ
ッ
プ
が
実
施
す
る
人
口
社
会
的
属
性
別
候

補
支
持
度
調
査
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
分
析
し
て
い
る
。

　

第
Ⅵ
章
は
、
第
一
六
回
大
統
領
選
挙
を
分
析
対
象
と
し
、
そ
れ
ま

で
有
権
者
の
投
票
行
動
に
大
き
な
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
き
た
「
地
域

主
義
」
に
代
わ
る
投
票
行
動
要
因
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

進
歩
勢
力
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
与
党
の
盧
武
鉉
候
補
が
戦
後

世
代
出
身
で
あ
る
た
め
に
、「
世
代
」
と
「
理
念
」
を
変
数
に
し
た

若
年
層
の
投
票
参
加
が
選
挙
結
果
に
い
か
に
反
映
し
て
い
る
の
か
を

明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

第
Ⅶ
章
は
、
第
一
七
回
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
有
権
者
の
投
票
行

動
の
変
化
を
追
っ
て
い
る
。
第
一
七
回
大
統
領
選
挙
は
、
金
大
中
・

盧
武
鉉
の
両
大
統
領
に
よ
る
一
〇
年
間
の
進
歩
政
権
に
対
す
る
回
顧

的
投
票
と
し
て
の
性
向
が
強
い
。
進
歩
政
権
の
一
〇
年
間
に
ア
ジ
ア

通
貨
・
金
融
危
機
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
支
援
）
を
経
験
し
た
有
権
者
は
、「
理

念
」
よ
り
も
「
経
済
」
問
題
に
対
す
る
次
期
大
統
領
の
危
機
克
服
能

力
に
期
待
す
る
「
展
望
的
投
票
」
行
動
を
と
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
大
手
企
業
経
営
者
出
身
の
李
明
博
前
ソ
ウ
ル
市
長
が
野
党

候
補
と
な
っ
た
こ
の
選
挙
で
保
守
野
党
が
一
〇
年
ぶ
り
に
政
権
党
に

な
る
か
ど
う
か
を
め
ぐ
る
有
権
者
の
投
票
行
動
の
変
化
を
分
析
し
て

い
る
。
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第
Ⅷ
章
は
、
第
一
七
回
大
統
領
選
挙
で
保
守
政
権
へ
の
回
帰
を
果

た
し
た
与
党
が
引
き
続
き
政
権
党
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
党
の
刷

新
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
が
選
挙
に
ど
う
影
響
し
た
か
を
分
析
し
た
。

与
党
は
、
党
内
選
挙
を
通
じ
て
早
々
に
朴
槿
惠
を
候
補
と
し
、
第
一

八
回
大
統
領
選
挙
に
臨
ん
だ
。
し
か
し
、「
新
し
い
政
治
」
を
打
ち

出
し
て
政
界
に
進
出
す
る
「
第
三
極
」
の
「
安
哲
秀
旋
風
」
に
遭
い
、

五
年
近
く
続
い
て
き
た
「
朴
槿
惠
単
独
優
位
」
が
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
る
。

こ
の
選
挙
の
特
徴
と
し
て
「
世
代
」
変
数
が
有
意
と
な
り
、
有
権
者

の
投
票
行
動
に
大
き
く
影
響
し
た
。
進
歩
政
権
と
そ
の
候
補
を
支
持

し
て
き
た
若
年
層
の
人
口
分
布
が
保
守
勢
力
を
支
え
る
壮
老
年
層
よ

り
少
な
く
な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、「
世
代
効
果
」
の
観
点
か
ら
投

票
行
動
決
定
要
因
を
分
析
し
た
。

　

第
Ⅸ
章
は
、
保
守
政
権
の
国
政
運
営
失
敗
と
、
弾
劾
訴
追
に
よ
り

朴
槿
惠
大
統
領
が
任
期
一
年
を
残
し
て
退
陣
し
た
た
め
に
、
補
欠
選

挙
と
し
て
行
わ
れ
た
第
一
九
回
大
統
領
選
挙
を
分
析
対
象
に
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
選
挙
で
は
「
世
代
」
と
「
理
念
」
が
有
権
者
の
投

票
行
動
の
変
化
を
も
た
ら
す
要
因
と
な
り
、
選
挙
結
果
を
大
き
く
変

え
た
。
ま
た
、
こ
の
第
一
九
回
大
統
領
選
挙
で
文
在
寅
候
補
が
勝
利

し
た
こ
と
に
よ
り
、
民
主
化
以
降
の
韓
国
政
治
に
見
ら
れ
る
保
守
派

と
進
歩
派
政
権
の
「
政
権
交
代
一
〇
年
周
期
」
が
四
回
目
と
な
っ
た

こ
と
を
分
析
し
て
い
る
。

　

第
Ⅹ
章
で
は
有
権
者
の
投
票
行
動
を
規
定
す
る
要
因
の
変
動
に
つ

い
て
分
析
し
た
も
の
で
あ
り
、「
投
票
行
動
説
明
要
因
の
変
遷
」
は
、

本
論
文
が
分
析
対
象
と
す
る
第
一
四
回
か
ら
第
一
九
回
ま
で
の
計
六

回
の
大
統
領
選
挙
で
も
観
察
さ
れ
た
。
第
一
五
回
以
降
第
一
九
回
ま

で
の
大
統
領
選
挙
に
お
い
て
、
有
権
者
の
投
票
行
動
に
影
響
す
る
説

明
要
因
が
漸
進
的
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
背
景
を

分
析
し
て
い
る
。

　

第
Ⅺ
章
で
は
、
韓
国
が
「
民
主
化
」
以
降
三
〇
年
間
に
四
回
に
わ

た
っ
て
経
験
し
た
、
伝
統
的
保
守
勢
力
に
よ
る
保
守
派
政
権
と
進

歩
・
革
新
勢
力
に
よ
る
進
歩
派
政
権
が
一
〇
年
ご
と
に
替
わ
っ
て
政

権
主
体
と
な
る
「
政
権
交
代
一
〇
年
周
期
」
と
、
そ
の
背
景
に
あ
る

投
票
行
動
の
変
化
に
つ
い
て
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
韓
国
の
投
票

行
動
決
定
要
因
と
し
て
の
社
会
的
属
性
が
、「
地
域
」「
世
代
」
か
ら

「
理
念
」
に
移
行
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
そ
の
過
程
を
確
認
し
て

い
る
。
ま
た
、
投
票
行
動
に
影
響
す
る
社
会
的
属
性
の
変
遷
が
韓
国

の
政
治
に
ど
う
影
響
し
て
い
る
の
か
も
本
論
文
の
副
次
的
目
的
と
し

て
分
析
・
検
討
し
て
い
る
。

　

第
Ⅻ
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
分
析
し
た
韓
国
の
民
主
化
以
降
の
大

統
領
選
挙
に
お
け
る
投
票
行
動
の
背
景
に
あ
る
要
因
に
つ
い
て
、
米

国
の
選
挙
・
投
票
行
動
に
関
す
る
政
治
理
論
と
モ
デ
ル
と
の
整
合
性

を
確
認
し
、
韓
国
の
選
挙
・
投
票
行
動
モ
デ
ル
と
し
て
確
立
し
て
い
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る
。
そ
し
て
韓
国
に
お
け
る
選
挙
・
投
票
行
動
に
最
も
強
い
影
響
力

を
持
つ
説
明
要
因
が
選
挙
ご
と
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
韓
国
の
政

治
・
社
会
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
分

析
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
説
明
要
因
の
変
化
が
韓
国
政
治

に
お
け
る
保
守
派
と
進
歩
派
の
政
権
交
代
一
〇
年
サ
イ
ク
ル
の
要
因

と
背
景
に
な
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
検
証
し
て
い
る
。

本
論
文
の
評
価

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
本
論
文
は
選
挙
研
究
の
理
論
や

モ
デ
ル
、
さ
ら
に
分
析
方
法
が
韓
国
の
国
政
選
挙
や
有
権
者
の
投
票

行
動
研
究
に
適
用
可
能
な
の
か
を
実
証
的
に
検
証
し
た
力
作
で
あ
る
。

本
論
文
の
内
、
主
要
な
部
分
を
占
め
る
幾
つ
か
の
章
は
日
本
選
挙
学

会
等
の
学
会
誌
等
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、

す
で
に
関
連
学
会
で
も
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、
本
論
文
の
政
治
学

上
の
意
義
は
、
次
の
点
に
あ
る
と
考
え
る
。
第
一
に
、
本
論
文
は
韓

国
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
投
票
行
動
研
究
に
新
し
い
知
見
を
も
た
ら

し
て
い
る
。
韓
国
の
一
九
八
七
年
市
民
抗
争
に
よ
る
民
主
化
過
程
を

振
り
返
り
、
第
Ⅰ
章
よ
り
第
Ⅸ
章
に
か
け
て
民
主
化
以
後
の
大
統
領

選
挙
を
分
析
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
に
お
い
て
有
権
者
の
投
票

行
動
決
定
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
と
背
景
を
検
討
・
分
析
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
本
論
文
は
民
主
化
以
後
、
一
九
八
七
年
一
二
月
の
第
一
三

回
大
統
領
選
挙
か
ら
直
近
の
二
〇
一
七
年
五
月
の
第
一
九
回
大
統
領

選
挙
に
お
け
る
有
権
者
の
投
票
行
動
を
米
国
の
選
挙
研
究
で
確
立
し

た
政
治
理
論
と
モ
デ
ル
を
も
っ
て
韓
国
の
選
挙
と
投
票
行
動
を
比
較

分
析
し
て
い
る
。

　

な
お
、
従
来
の
韓
国
に
お
け
る
選
挙
研
究
で
は
、
民
主
化
以
後
の

選
挙
で
有
権
者
の
投
票
行
動
決
定
に
最
も
強
い
影
響
力
を
有
し
て
い

る
の
は
地
域
亀
裂
で
あ
り
、
地
元
出
身
の
政
治
家
や
地
元
基
盤
の
政

党
を
選
択
す
る
「
地
域
主
義
投
票
」
が
選
挙
の
度
に
み
ら
れ
る
こ
と

が
強
調
さ
れ
、
他
の
要
因
が
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
ず
に
来
た
。
つ
ま
り
、

選
挙
研
究
の
世
界
で
は
韓
国
の
選
挙
は
特
殊
な
も
の
と
し
て
取
り
扱

わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
鄭
君
は
そ
う
し
た
要

因
が
一
定
の
効
果
を
も
つ
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、
有
権
者
の
選
択

を
決
定
す
る
主
た
る
要
因
が
「
地
域
主
義
」
か
ら
「
世
代
」
へ
、
さ

ら
に
「
理
念
」
へ
と
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
七
回
の
大
統
領
選
挙
の

分
析
を
通
し
て
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
韓
国
の
選
挙
が

決
し
て
特
殊
な
も
の
で
は
な
く
他
国
の
選
挙
と
同
じ
理
論
や
モ
デ
ル

で
比
較
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
導
き
出
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
鄭
君
の
指
摘
は
、
従
来
の
地
域
主
義
に
よ
れ
ば
、
慶
尚
道

の
有
権
者
が
保
守
系
候
補
や
政
党
に
投
票
す
る
と
説
明
さ
れ
て
い
た

が
、
そ
れ
で
は
盧
武
鉉
や
文
在
寅
の
よ
う
な
慶
尚
道
出
身
で
あ
り
な

が
ら
進
歩
系
の
大
統
領
候
補
と
し
て
当
選
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
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説
明
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
鄭
君
は
民
主
化
以
後
の
韓
国
社
会
の
保
守
支
持
と
進
歩

支
持
が
年
代
に
よ
り
大
き
く
分
か
れ
、
ど
ち
ら
に
も
収
斂
し
て
い
な

い
こ
と
に
着
目
す
る
。
そ
し
て
、
民
主
化
以
降
の
大
統
領
選
挙
の
分

析
に
よ
り
、
両
者
の
均
衡
と
抑
制
に
よ
り
保
守
政
権
と
進
歩
政
権
が

一
〇
年
サ
イ
ク
ル
で
の
政
権
交
代
を
可
能
と
し
て
き
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
論
文
は
、
韓
国
の
「
民
主
化
」
以
降
の
大
統
領

選
挙
に
お
け
る
投
票
行
動
要
因
を
追
跡
し
、
ど
の
よ
う
な
背
景
と
要

因
に
よ
っ
て
有
権
者
の
投
票
選
択
が
決
定
さ
れ
る
の
か
を
実
証
的
に

分
析
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
韓
国

選
挙
分
析
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
投
票
行
動
要
因
の
変
化
が
欧
米
の
選

挙
研
究
で
発
展
し
て
き
た
政
治
理
論
を
も
っ
て
説
明
で
き
る
か
ど
う

か
を
検
証
す
る
第
一
の
目
的
を
達
成
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
韓
国
選
挙
に
お
け
る
投
票
行
動
の
分
析
と
研
究
は
、
社

会
的
属
性
に
よ
る
投
票
行
動
理
論
と
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る

こ
と
が
本
論
文
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
地
域
亀
裂
に
よ
る

集
団
形
成
の
現
象
も
リ
プ
セ
ッ
ト
や
ロ
ッ
カ
ン
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ

た
社
会
亀
裂
理
論
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
本
論
文
の
第
Ⅲ
章
か
ら
第
Ⅸ
章
ま
で
の
大
統
領
選
挙
・
投
票
行

動
分
析
の
結
果
、
韓
国
の
選
挙
に
つ
い
て
も
選
挙
研
究
の
理
論
や
モ

デ
ル
を
も
っ
て
説
明
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
本
論
文
の
分
析
を
通
し
て
、
鄭
君
は
韓
国
の
選
挙
と
投

票
行
動
決
定
要
因
分
析
に
米
国
の
政
治
理
論
と
投
票
行
動
モ
デ
ル
を

適
用
す
る
こ
と
で
韓
国
が
民
主
化
発
展
の
段
階
的
過
程
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
従
来
の
選
挙
研
究
の
領
域
を
広
め
て
い
く

こ
と
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

　

第
二
に
、
本
論
文
は
、
韓
国
政
治
研
究
と
し
て
も
高
く
評
価
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
具
体
的
に
は
、
鄭
君
が
六
回
の
選
挙
を
編
年
的
に

分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
投
票
行
動
を
左
右
す
る
核
心
的
な
要
素
と

し
て
「
地
域
」、「
世
代
」、「
理
念
」
の
三
要
素
を
摘
出
し
、
さ
ら
に

「
地
域
」
か
ら
「
世
代
」、「
世
代
」
か
ら
「
理
念
」
へ
の
重
要
度
の

移
動
を
指
摘
し
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。
そ
し
て
、
鄭
君
は
今
後

も
「
地
域
」「
世
代
」「
理
念
」
の
三
要
素
が
重
層
的
に
構
成
さ
れ
、

「
嶺
南
・
保
守
・
老
壮
」
お
よ
び
「
湖
南
・
進
歩
・
若
年
」
の
二
つ

の
連
携
モ
デ
ル
が
競
合
す
る
こ
と
を
予
想
し
な
が
ら
も
、
さ
ら
に

「
経
済
民
主
化
」
と
「
南
北
和
解
」
が
今
後
の
大
統
領
選
挙
の
新
し

い
重
要
な
争
点
と
し
て
登
場
す
る
と
予
測
す
る
。

　

第
三
に
、
本
論
文
は
韓
国
政
治
に
多
く
の
提
言
を
行
っ
て
い
る
。

本
論
文
で
示
さ
れ
た
保
守
勢
力
と
進
歩
勢
力
に
よ
る
政
権
交
代
一
〇

年
周
期
の
サ
イ
ク
ル
は
、
国
民
の
理
念
選
択
の
多
様
性
を
反
映
す
る

一
方
で
、
政
治
の
流
動
化
を
も
た
ら
す
と
い
う
点
で
不
安
定
な
要
素
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も
含
ん
で
い
る
。「
政
権
交
代
神
話
」
と
「
二
大
政
党
制
神
話
」
理

論
を
も
っ
て
こ
れ
ま
で
の
三
〇
年
間
に
起
こ
っ
た
韓
国
の
政
権
交
代

一
〇
年
周
期
を
説
明
す
る
の
は
、
時
期
尚
早
で
あ
る
。「
政
権
交
代

を
す
れ
ば
政
治
が
良
く
な
る
と
い
う
神
話
は
、
欧
米
型
の
政
治
的
多

元
論
が
最
も
優
れ
た
民
主
主
義
と
い
う
前
提
に
基
づ
い
て
い
る
」
と

し
て
、
政
策
転
換
を
伴
わ
な
い
政
権
交
代
は
政
治
家
の
権
力
闘
争
に

す
ぎ
ず
、
有
権
者
に
と
っ
て
は
政
権
が
変
わ
る
だ
け
で
は
意
味
が
な

い
と
指
摘
し
て
い
る
。
政
権
交
代
を
経
て
も
な
お
、
民
意
を
反
映
し

な
い
政
治
が
続
く
な
ら
ば
、
政
権
交
代
す
る
だ
け
で
は
有
権
者
に

と
っ
て
意
味
が
な
い
と
の
指
摘
は
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
投
票
行
動
研
究
に
お
い
て
も
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
政
治
現

象
の
分
析
に
お
い
て
も
、
研
究
の
結
果
が
現
実
の
政
治
に
活
か
さ
れ

る
シ
ス
テ
ム
は
未
だ
整
備
さ
れ
て
な
い
。
分
析
の
結
果
を
踏
ま
え
て

「
提
言
」
と
し
て
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
が
な
い
た
め
に
、
分
析
の
結

果
は
研
究
の
領
域
だ
け
に
留
ま
っ
て
い
る
。
学
問
的
研
究
が
研
究
そ

れ
自
体
の
た
め
に
存
在
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
意
味
が
な
い
。
鄭
君
は
、

選
挙
に
お
け
る
投
票
行
動
の
要
因
分
析
と
そ
れ
に
基
づ
く
研
究
成
果

を
現
実
の
政
治
に
活
か
せ
る
よ
う
な
経
路
を
作
り
、
活
用
の
道
を
探

る
こ
と
も
選
挙
研
究
の
最
終
目
標
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
提
唱
し
て
い

る
。
そ
の
意
味
で
、
鄭
君
が
「
地
域
」「
世
代
」「
理
念
」
の
三
要
素

に
つ
い
て
の
分
析
に
基
づ
い
て
、
今
後
の
韓
国
政
治
に
と
っ
て
難
解

な
点
と
し
て
「
理
念
」
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
は
傾
聴
に
値
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
韓
国
政
治
に
お
い
て
民
主
化
や
冷
戦
が
内
外
の
理
念
対

立
を
必
要
と
し
、
そ
れ
を
促
進
し
て
き
た
こ
と
は
容
易
に
理
解
で
き

る
が
、
そ
れ
が
終
了
し
た
後
の
大
統
領
選
挙
で
「
理
念
」
対
立
が
む

し
ろ
深
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
新
た
に
出
現
す
る
「
経
済
民
主
化
」

や
「
南
北
和
解
」
も
理
念
対
立
を
緩
和
さ
せ
る
と
は
思
え
な
い
。
こ

う
し
た
鄭
君
の
鋭
い
指
摘
は
今
後
の
韓
国
政
治
を
解
明
す
る
上
で
重

要
な
視
座
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
優
れ
た
本
論
文
で
あ
る
が
、
敢
え
て
課
題
を
言
え
ば
、

政
治
学
者
で
あ
る
エ
リ
ノ
ア
・
オ
ス
ト
ロ
ム
が
二
〇
〇
九
年
に
ノ
ー

ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞
し
て
以
来
、
政
治
学
の
世
界
で
一
つ
の
潮
流

と
な
っ
て
い
る
実
験
政
治
学
等
の
新
た
な
手
法
や
近
年
の
統
計
学
で

発
展
し
て
い
る
よ
り
高
度
な
統
計
的
手
法
を
韓
国
の
選
挙
に
適
用
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

結
　
論

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
点
は
、
い
ず
れ
も
本
学
位
請
求
論
文
に
お
け

る
問
題
点
と
言
う
よ
り
は
、
鄭
君
の
み
な
ら
ず
政
治
学
者
全
体
の
今

後
の
課
題
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
本
論
文
の
価
値
を
い
さ
さ

か
も
損
な
う
も
の
で
は
な
い
。
本
論
文
の
審
査
に
あ
た
っ
た
主
査
、

副
査
は
一
致
し
て
、
本
論
文
が
博
士
（
法
学
）（
慶
應
義
塾
大
学
）
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に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

令
和
元
年
七
月
一
九
日

主
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

小
林　

良
彰

法
学
研
究
科
委
員
・
法
学
博
士　
　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

河
野　

武
司

法

学

研

究

科

委

員　
　
　
　
　
　

副
査　
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
・
法
学
博
士　

小
此
木
政
夫


